
同学部では、地域の資源循環と価値創造から持続
可能な社会を目指す人材の育成に取り組んでいます。

昨年度に引き続き、今年度は５月１６日に、１年
生180名に対し、県拠点から「農業を取り巻く現
状」、新たな「食料・農業・農村基本計画」、「み
どりの食料システム戦略」などについて説明を行い
ました。
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九州農政局大分県拠点では、将来を担う若い世代を対象に、農業を取り巻く現状及び環境に配慮し
た農業や食料を届ける力の強化など今後の農政の方向性を理解していただくとともに、将来的に農業
分野で活躍する人材を増やすことを目的に、大学や高校等で出前授業を実施しています。

今回は、立命館アジア太平洋大学（APU）サステイナビリティ観光学部へ伺いました。

説明後は、「あなたが農水省職員ならどのような
政策で改善するか」をテーマにグループディスカッ
ションを行いました。学生からは、「農業資材への
補助金を拡充するほか、税制優遇を行う」、「若者
への農業教育・体験を充実させ農業者を増やす」な
ど前向きな意見がたくさん出されました。

質疑応答での発言のほか、授業終了後にも
たくさんの質問や意見をいただきました。

詳しくはこちらから（大分県拠点HP）
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ズ栽培にはいくつかの工程があることから適性を見出しやすく、室内での作業ということもあり、就労支援
ととても相性が良いとのこと。利用者から作業環境の改善提案もあり、「今では僕よりも種まきが早いんで
すよ。」とにこやかに話してくれました。これからマイクログリーンズの知名度アップや販路拡大を通じ、

＃ 大分県拠点へお気軽にご相談ください！

＃ 農業者等との意見交換 大分県拠点では「現場と農政を結ぶ」ことを目的に生産者・事業者と
の意見交換等を実施しています。ここでは、その一部をご紹介します。

農薬を使用する機会が増える6月から8月にかけて、厚生労働省、環
境省等と共同で、農薬の使用に伴う事故・被害を防止するため、農薬
の安全かつ適正な使用や保管管理、環境への影響に配慮した農薬の使
用等を推進する「農薬危害防止運動」を実施しています。

農薬ラベルの表示事項の遵守と周辺の環境への農薬の飛散防止をお
願いします。以下の項目については、近年継続して農薬の使用に伴う
事故・被害等が発生しているので特にご注意をお願いします。

▷ 農薬ラベルによる使用方法の確認
▷ 土壌くん蒸剤使用時の適切な取扱い
▷ 住宅地等で農薬を使用する際の周辺への配慮及び飛散防止対策
▷ 誤飲、盗難等防止に向けた適切な保管・管理

～ノウフクＪＡＳ取得で大分県の最低賃金を目指します～

「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」は、農山漁村の地域資
源を引き出すことにより地域の活性化や所得向上に取り組んでい
る優良な事例を選定・発信し、他地域への波及を図る取組です。

本年も、他の地域の参考となるような素晴らしい取組を募集し
ます。選定された地区には、選定証の授与を行うとともに、「デ
ィスカバー農山漁村（むら）の宝」特設Webサイトでの活動の紹
介などを通じ全国的に情報発信します。

【特設Webサイト】
https://www.discovermuranotakara.com/

【募集期間】令和７年８月１２日（火曜日）まで

＃6月～8月は農薬危害防止運動月間です

～農薬はラベルを確認し適正に使用しましょう～

＃あなたの農山漁村（むら）の宝を教えてください！

～ディスカバー農山漁村（むら）の宝アワード募集中～

詳しくはこちらから（農水省HP）

日出町で、ノウフクJASを取得した合同会社 Farm Samと意見交
換を行いました。ここでは室内で８種類のマイクログリーンズ栽培を
行っており、トレーへの土入れ、種まきから収穫までのほぼ全工程を
就労継続支援B型事業所の利用者が担っています。マイクログリーン

合同会社 Farm Sam
（日出町）

令和７年５月１２日

ノウフクJASについて、詳しくは
こちらから（農水省HP）

大分県の最低賃金並みの工賃向上を目指し
たいと意気込みを語ってくれました。


